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0 1／4 1／2 3／4 1
0 0 1／4 1／4 1／4 1／4
1／4 1／4 1／4 1／4 1／4 1／4
1／2 1／2 1／2 1／2 1／2 1／2
3／4 3／4 3／4 3／4 3／4 3／4




（0，0） ～①1～⑦2 0 0
（0，1／2） ～澱1 ～コじ1⑳2～¢2 1／4～ωユ記2～皿2
（o，1） ～ごU1謬2 0 】／4～謬1ユ，2
（1／2，0） ～謬2 甜1～甜1～τ2 1／2ユ11～ω1～ω2
（1／2，1／2） 1 謬1～¢1ω2～①2 1／2ω1～耀2～∬2
（1／2，1） ¢2 謬1～⑦1¢2 1／2¢2＞1／2鉛1～∬2
（1，0） 必1～¢2 0 甜1～の2
（1，1／2） 記1 τ1¢2～¢2 3／4ユコ1V3／4のlz2～〔r2




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































．4ゴ ∫（Ai） 兀λ ∫儀）
1 （0ユ，0．1，0．1） 0．9 （0，0，0） 1
2 （0．1，0．1，0．9） 0．1 （0，0，1） 0








5 （0，5，0．1，0．9） 0．5 （0．5，0，1） 0．5
6 （0．5，0，9，0．9） 0．5 （0．5，1，1） 0．5
7 （O．1，0，5，0．1） 0．5 （0，0．5，0） 0．5
8 （0．1，0．5，0．9） 0．5 （0，0．5，1） 0．5
9 （0．9，0．5，0） 0．5 （1，0．5，0） 0．5
10 （1，0．5，0．9） 0．5 （1，0．5，1） 0．5
11 （0，1，0．1，0．5） 0．5 （0，0，0．5） 0．5
12 （0．9，0．1，0．5） 0．5 （1，0，0．5） O．5

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































z 、4．｛ ∫（Ai） 兀λ ∫（Ai）
1 （O．1，0．1，0．1） 0．9 （0，0，0） 1
2 （0．1，0．1，0．9）0．1 （0，0，1） 0








5 （0．5，0．1，0．9） 0．5 （1／2，0，1） 1／2
6 （0．5，0．9，0．9） 0．5 （1／2，1，1） 1／2
7 （0．1，0．5，0．1） 0．5 （0，1／2，0） 1／2
8 （0．1，0．5，0．9） 0．5 （0，1／2，1） 1／2
9 （0．9，0．5，0） 0．5 （1，1／2，0） 1／2
10 （1，0．5，0。9） 0．5 （1，1／2，1） 1／2
11 （0．1，0．1，0．5） 0．5 （0，0，1／2） 1／2
12 （0．9，0．1，0．5） O．5 （1，0，1／2） 1／2

















































































































学生番号 ¢1 餌2 ¢3 好み
1 0．1 0．1 0．1 0．9
2 0．1 0．1 0．9 0．1
3 0．5 0．3 0．3 0．5
4 0．5 0．7 0．1 0．5
5 0．5 0．1 0．9 0．5
6 0．5 0．9 0．9 0．5
7 O．1 0．5 0．1 0．5
8 0．1 0．5 0．9 0．5
9 0．9 0．5 0．0 0．5
10 1．0 0．5 0．9 0．5
11 0．1 O．1 0．5 0．5
12 0．9 0．1 0．5 0．5
13 1．0 0．9 0．5 0．5
ことが，データ・マイニングの問題となる．本章まで，具体的には述べなかったが，このアンケー
トで得られた結果は5章，6章の例題で用いた不完全指定ファジィ論理関数となっている（表5．1，
表6．1）．したがって，知識fを6章で述べた簡単化の手法で簡単化して論理式で表現すると，以
下の論理式表現が得られる。
　　　　　　　　　　　　f・一・－XIN．X2NX3・擁1｝・1／2・3
この知識fに言語的な解釈を与えると以下のような二つの解釈が得られる・
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言語的解釈1
　　重み1で（砂糖が少なく，ミルクが少なく，温かくない）コーヒーを好む．
　　　　または，
　　重み1／2で（砂糖の入った）コーヒーを好む．
　　　　または，
　　重み1／2で，（温かい）コーヒーを好む．
言語的解釈2
　　重み1でく砂糖が少なく，ミルクが少なく，温かくない）コーヒーを好む．
　　　　または，
　　重み1／2で（ミルクの入った）コーヒーを好む．
　　　　または，
　　重み1／2で，（温かい）コーヒーを好む．
以上のように13対のデータから知識を抽出し，その知識を論理式表現として取り出し，その論理
式表現に関して言語的解釈を与えることが可能となった．また得られる論理式も言語的解釈も簡
便な表現となっている．この例からわかるように，より大規模なデータの集合を扱った場合には，
より大きな効果が期待される．
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